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学びのイノベーション事業 授業実践報告 様式  

 学校名：和歌山市立城東中学校        

授業の概要 

授業日時・学年・教科・単元名等 

授業日時：平成 ２５年 ４月 １８日 １時間目 

学 年：2・3年のぞみ学級 教科： 社会 

単元名： 日本の諸地域 

ＩＣＴ支援員によるサポート  □ 授業中  ☑ 事前 

単元・題材の目標 

・ 都 道 府 県 の 位 置 を 覚 え る  

 

 

単元全体の流れ 

・ 都 道 府 県 の 形 や 位 置 を 覚 え る  

・ 各 地 方 の 県 庁 所 在 地 や 特 色 を 多 面 的 に 考 察 す る  

 

 

 

本時の中心となる授業形態 

 ☑一斉学習  □個別学習  □協働学習 

本時の目標（評価の観点） 

・ 興 味 を 持 っ て 、 日 本 地 図 の 作 成 に 取 り 組 め て い る か  

 

 

 

情報通信技術の活用 

活用した場面 

 ☑ 導入   □ 展開   □ まとめ   □ その他（         ） 

活用した者 

 ☑ 教員     ☑ 生徒 

活用する目的 

 □ 課題の提示 ☑ 動機付け ☑ 興味・関心の創出 □目的や目当ての明確化  

 □ 教員の説明 □ 生徒による説明 

 □ 繰り返しによる定着  □ 典型例の提示  □ 創作活動 

 □ 失敗例の振り返り  □ 体験の想起  □ 体験の代行 □ 比較 

 □ 振り返り  □ 生徒同士の教え合い  □ その他（       ） 

活用したコンテンツ 

 ｉ ｐ ａ ｄ ア プ リ  日 本 パ ズ ル  日 本 ク イ ズ  

 

活用した機器 

 ☑ ＩＷＢ    □ タブレットＰＣ    □実物投影機 

 ☑ その他（ ｉｐａｄ                         ）  

※情報通信技術の活用のうち、本時におけるポイントとなる活用について主なものを回答

すること。



【中学校】授業実践報告 

- 2 -

１．本時の展開 

学習の流れと子どもの活動 指導・支援のポイント 使用した機器やコンテンツ 

・ ipadで 日 本 パ ズ ル  

・ ipadで 日 本 ク イ ズ  

・ク イ ズ や パ ズ ル で 出 て き た

都 道 府 県 か ら ７ つ 漢 字 で 書

き 出 す  

・ 再 度 、書 き 出 し た 都 道 府 県

の 位 置 を 確 認 す る  

 

 

 

 

・ ipadの 使 い 方 と 時 間 を 気 に

し て 取 り 組 み が 出 来 る よ う に

す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ ｐ ａ ｄ  

Ｉ Ｗ Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜協働学習の実施状況＞ 

☑ 生徒が相互に教え合う場面があった □ 数名が一緒に学び合う場面があった 

□ 数名が協力したり助け合ったりする場面があった □ 数名が話し合う場面があった 

□ 一人が発表したことについて学級全体で考える場面があった 

□ 同じ問題について、学級全体で話し合う場面があった 

□ ネットワークを使って遠隔地と結んで学ぶ場面があった 

 

２．情報通信技術の活用のねらいと効果 

（１）活用のねらい 

・ 興 味 関 心 を 持 っ て 、 ゲ ー ム 感 覚 で 取 り 組 む  

 

 

 

 

（２）活用により期待される効果 

・ 視 覚 的 に 素 早 く 取 り 組 む こ と が 出 来 る  

 

 

 

 

３．実践上の課題 c 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本 報 告 は 、 ２ 頁 を 超 え て 作 成 し て も 構 わ な い 。  

※ 本 報 告 と あ わ せ て 、 授 業 の 動 画 や 写 真 を 提 出 す る 際 は 、 Ｗ ｅ ｂ で の 公 開 な ど
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広 く 使 用 さ れ る こ と も 考 え ら れ る こ と か ら 、 保 護 者 の 了 解 を 得 る な ど 必 要 な

対 応 を 行 う こ と 。  


